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ネクストアップデート十一中

校長：鵜飼　康成
うかい

副校長：根岸　勇貴
ねぎし ゆうき

　

ネクストアップデート十一中
　昨年度から引き続きＧＩＧＡスクール推進
研究校として、教室などにはスローガンを掲
示し、教科の授業だけではなく、学活など
教育活動全般においてデジタル学習基盤の
活用を進めています。
学校行事の活性化
　生徒会および実行委員会を中心とした生
徒の主体的な自治的活動の活性化を図り、
良き伝統・文化を築いています。
読書習慣の定着
　読解力や知識などの学習面だけではなく、
論理的な思考力や集中力など、生徒に今後
必要な力を身につけさせるため、朝読書に
取り組んでいます。

基礎・基本の学力の定着と向上
　基礎的・基本的な知識および技能の習得
をめざした取り組みと、主体的・対話的で
深い学びの実現に向けた授業改善を行って
います。
数学における習熟度別少人数指導
　数学は、２・３年生で習熟度別少人数指
導を実施し、個に応じたきめ細かな学力の
定着を図っています。

サマースクールの実施
　夏季休業中に、基礎学力の定着を目的と
したサマースクール（国語・数学・英語を中
心とした補習教室）を実施し、学習支援の
充実を図っています。
家庭学習習慣の定着
　生徒全員に家庭学習ノートを用意させ、
毎日１時間以上の家庭学習をするよう個別指
導と点検を実施しています。

あいさつあふれる学校
　生徒会役員や生活委員が中心となり校門
にてあいさつ運動を行うとともに、生徒は校
内でも積極的にあいさつを交わしています。
デジタル学習基盤の効果的な活用
　指導と評価の一体化を踏まえ足立スタン
ダード※に基づく授業展開を基本とし、デジ
タル学習基盤の効果的な活用をめざした授
業を展開しています。
ＡＩドリルの積極的な活用
　朝学習や放課後学習、家庭学習において、
全学年、全生徒がＡＩドリルに取り組み、学
力の向上をめざします。
充実した補充学習
　毎週金曜日に朝テストを行い、結果が基
準に達しなかった生徒を対象に補充学習を
実施しています。

卒業生の進路状況２

１年 ２年 ３年 特別支援 合 計
生 徒 数
学 級 数

２０３
６

１６５
５

１９６
５

－
－

５６４
１６

主な進学先　＊左は令和５年度、右は令和６年度３

青井（７・７）足立（１１・１１）足立学園（２・４）足立工科（４・７）
足立新田（５・６）　足立西（７・４）岩倉（２・８）上野（６・５）江戸川（２・１）
江北（１５・４）小松川（４・１）駒場（０・２）産業技術（３・１）城東（３・１）
墨田川（３・７）東京成徳大学（３・７）戸山（０・１）日本橋（１・５）深川（２・２）
淵江（１５・５）文京（０・３）　向丘（０・４）　流通経済大学付属柏（０・５）

生徒数・学級数　＊令和７年５月１日現在１

※　専修学校などを指します。

令和５年度
令和６年度

７８
８４

１
２

２０７
２１５

１２６
１２５

２
４

就職
など 合 計国公立

高校
※その他
の学校

私立
高校

学校でのさまざまな活動や取り組み 学校基礎データ

ブレザー
スラックス
リボン

ブレザー
スカート
リボン

ブレザー
スラックス
ネクタイ

校章の由来▶平和のシンボルの「鳩」に足立の頭文字の「Ａ」とナンバースクールの「11」をデザインし、昭和 22 年に全校生徒に
募集して制定されました。

デジタル学習基盤の活用

ＧＩＧＡスクール推進研究校スローガン

第十一中学校
だ い じ ゅ う い ち

：昭和２２年４月１日（７８周年）
：０３－３８８７－８１９１
：弘道１－３８－１５
：五反野駅下車徒歩１０分
：青井駅下車徒歩１０分
：西新井駅からはるかぜ第十一中学校下車徒歩１分
：綾瀬駅からはるかぜ第十一中学校下車徒歩１分

開校年月日
電 話 番 号
所 在 地
交 通

※　足立スタンダード：めあてを明確にし、しっかりと考え、子ども同士で学び合う問題解決型の授業。

３ 学校自慢

１ 特色ある教育活動

２ 学力向上に対する取り組み

やすなり

ブラウス
スラックス

ブラウス
スカート

ベスト
スカート
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少人数だからこそ一人ひとりが主役に

校長：菊入　伸二
きくいり

副校長：岡田　卓也
おかだ たくや

　

普通救命講習
　心肺蘇生、ＡＥＤの使用方法、窒息の手当、
止血の方法などを学びます。毎年実施し、
３年生全員が修了証を取得します。区や地
域の防災訓練に参加しています。
バースデーランチ
　食育指導として毎月実施し、誕生月の給
食にバースデーカードを配布し、スペシャル
デザートを提供します。給食時間がより楽し
くなります。
小学校との連携
　小学６年生を招いて、制服、授業、定期
テスト、部活動、行事、生徒会活動などに
ついて紹介します。また、体験学習や交流
授業に取り組むなど、青井小・加平小と連
携を深めています。
社会へ関心を高める取り組み
　ＮＩＥ（新聞を教材として活用すること）の
活動として、毎日全学級の日直が朝刊から
「私が選んだ今日のこの人」をピックアップ
し、コメントを添えて掲示しています。

習熟度別少人数授業
　きめ細やかな指導のため、数学で実施し
ています。クラスを半分に分けて授業が行
われるので、１クラスの人数は１０～１５名程

度になります。
シラバスの活用
　「学びのすすめ」（シラバス）を活用し、
学習のねらいや単元の目標、観点や評価に
ついて理解し、学習についての心構えや進
め方を考える目安としています。
補充教室
　基礎学力向上のため、週替わりで毎日国
語・数学・英語・社会・理科の５教科の宿題が
タブレット端末で出ます。その内容を基に確
認テスト、放課後に補充教室が行われます。
夏休みにはサマースクールが実施されます。
朝読書
　読解力、表現力を磨くため、毎朝１０分間
実施しています。

少人数こその人と人の距離の近さ
　先生と生徒の距離はもちろん、先輩と後
輩の仲も良く、部活動や学校行事でも学年
を超えて協力しています。
生徒会を中心にした奉仕活動
　「あいさつ運動」「地域清掃」「エコキャッ
プ運動」などで、奉仕の心を育成します。
生徒中心の学校行事
　「運動会」「青友祭」「３年生を送る会」を
中心に、生徒の力で作り上げる行事をめざ
します。

標準服Ⅲ型

校章の由来▶AOI の「Ａ」をモチーフに校歌に出てくる「綾瀬川」と「白鷺」をイメージした生徒のデザインを基に作りました。
白鷺が大きく羽ばたくように、青井中の生徒であることに誇りをもって、未来に向かって大きな夢を実現できるよう努力してほしい
という願いが込められています。

青友祭 私が選んだ今日のこの人

しんじ

青井中学校
あ お い ：昭和４８年４月１日（５２周年）

：０３－３８８０－２２３１
：青井４－１９－１
：青井駅下車徒歩５分

開校年月日
電 話 番 号
所 在 地
交 通

３ 学校自慢

１ 特色ある教育活動

２ 学力向上に対する取り組み

卒業生の進路状況２

１年 ２年 ３年 特別支援 合 計
生 徒 数
学 級 数

３１
１

５１
２

３３
１

－
－

１１５
４

主な進学先　＊左は令和５年度、右は令和６年度３

赤羽北桜（１・０） 足立（３・５）足立学園（０・３）足立新田（１・０）足立西（３・１）
足立東（２・１）岩倉（１・０）上野学園（１・１）葛飾総合（０・２）関東第一（１・０）
小岩（０・２）江北（０・１）忍岡（１・０）修徳（０・２）昭和第一（１・０）
墨田川（１・１）専修大学附属（１・０）総合芸術（１・０）竹早（０・１）
日本橋（０・２）晴海総合（３・０）日比谷（０・１）淵江（５・３）本所（１・１）
早稲田大学高等学院（０・１）

生徒数・学級数　＊令和７年５月１日現在１

※　専修学校などを指します。

令和５年度
令和６年度

１２
１７

０
２

３６
４２

２３
２３

１
０

就職
など 合 計国公立

高校
※その他
の学校

私立
高校

学校でのさまざまな活動や取り組み 学校基礎データ

標準服Ⅱ型

標準服Ⅰ型 標準服Ⅰ型
（夏服）

標準服Ⅱ型
（夏服）
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生徒全員が自分から行動する

校長：菊本　巧
きくもと

副校長：佐藤　正敏
さとう まさとし

　

全校で取り組む年間３回実施の人権学習週間
　校長講話、道徳の授業、読物指導、意見
発表会を通じて、いじめを許さない心の醸
成と、よりよく生きる力の育成を図ります。
生活の記録（デイリーライフ）の活用
　「生活の記録」を毎日記入することで、自
分自身を振り返るとともに、先生たちとも心
の交流を深めます。
生徒主体の活動
　年度始めの学校生活＆部活動ガイダンス
では、生徒自身が感じる中学校生活の魅力
を紹介。生徒会本部を中心に、委員・係が
創意工夫にあふれた活動を行っています。
ハートフルウィーク
　先生の中から相談相手を指名し、興味・
関心を中心とした会話を通して、自分自身
がよりよい学校生活を築くための機会として
います。

学びタイム２５
　始業前の時間を利用して毎朝２５分間、
Ｑｕｂｅｎａ※やワークシートで基礎学力の定
着を図っています。落ち着いて１日を始める
心構えが生まれます。

　

学習コンテスト
　年３回漢字・計算・英単語コンテストを実
施し、基礎学力の定着を図ります。
家庭学習ノート
　家庭学習の習慣を定着させるために全校
で取り組んでいます。自分でノート１日１ペー
ジ分の課題を決めて取り組みます。
質問教室
　定期考査前に放課後の質問教室を実施
し、復習や問題解決に取り組みます。

充実した部活動
　運動部７団体。文化部４団体。どの部活
も誇りをもって活動しています。勝敗や入賞、
技術の向上だけでなく「人間力」を磨くか
けがえのない場です。
学校が一丸となって取り組む学校行事
　運動会、合唱コンクールなど、全校行事
は実行委員会が中心となって運営します。
優勝をめざして各学年・各学級でドラマが生
まれます。
落ち着きある学校生活
　教室移動は静かに素早く。朝礼や学年集
会では全員が話に集中。係や当番の活動に
責任をもって取り組む。「当たり前を当たり
前にできる」のが蒲中生！

卒業生の進路状況２

１年 ２年 ３年 特別支援 合 計
生 徒 数
学 級 数

１７２
５

１５７
４

１７９
５

－
－

５０８
１４

主な進学先　＊左は令和５年度、右は令和６年度３

青山（5・2）飛鳥未来（10・6）足立（14・3）足立東（5・3）上野（6・3）
葛飾総合（4・5）葛飾野（4・7）共栄学園（5・6）江北（9・9）竹台（3・1）
東京成徳大学（7・3）文京（2・3）南葛飾（4・6）向丘（2・0）

生徒数・学級数　＊令和７年５月１日現在１

※　専修学校などを指します。

令和５年度
令和６年度

８５
６０

６
６

２０５
１８０

１１３
１１１

１
３

就職
など 合 計国公立

高校
※その他
の学校

私立
高校

学校でのさまざまな活動や取り組み 学校基礎データ

校章の由来▶強い生命力と深い慈愛の心を育んでほしいという願いを「一対の蒲の穂」の図案に込めています。一対にしたのは
男女平等を表現しています。大きな幸福を表す太陽と無限の可能性を表す雲も図案化されています。

運動会（５月） 合唱コンクール（１０月）

たくみ

蒲原中学校
か ば ら ：昭和３２年4月 1日（６８周年）

：０３－３６０５－８３３５
：東和３－１７－１５
：北綾瀬駅下車徒歩１０分

開校年月日
電 話 番 号
所 在 地
交 通

標準服　Ⅱタイプ

※　Ｑｕｂｅｎａ：ＡＩを搭載し、生徒一人ひとりの学習中の計算過程や解答を分析することで、つまずくポイントを特定し、個々に合わせた
　　効果的・効率的な学習を実現する教材のこと。

標準服　Ⅰタイプ

３ 学校自慢

１ 特色ある教育活動

２ 学力向上に対する取り組み
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栗島中 Ｊｏｉｎ Ｈａｎｄｓ ～ チームで力を結集して～

校長：小山　節
こやま

副校長：工藤　佳女
くどう かな

　

「立志の時間」※（総合的な学習の時間）
　自ら課題を設定し、調べ学習を進めるこ
とで、問題解決能力を養います。さらに調
べた事柄をまとめ、発表することでプレゼン
テーション能力・コミュニケーション能力の
育成を図ります。グループ発表会、個人発
表会を通して、社会の中で活躍できる人材
を育てることを目標としています。
食育の推進
　生徒が将来的に健やかで幸せな生活を送
れるように、学校全体で食育を推進していま
す。月に１回の食育朝礼、各クラス年１回の
ランチルーム給食ではテーブルマナーなどの
体験活動を通し、食への興味・関心を育て
るとともに、正しい食習慣を養っています。
小中連携教育
　一小・一中の強みを生かして、小中学校
の９年間を見通した授業を行い、授業改善
を行うことで、一貫した教育活動をめざし
ています。またサマースクール期間中には、
児童・生徒の交流学習を行います。

学習コンテスト
　国語・数学・英語・理科・社会の５教科
において、年５回基礎・基本の定着を目的

とした学習コンテストを実施しています。生
徒自らが個々の目標点を設定し、プレテス
トを実施し、振り返りを行い、再度目標点
を設定し直します。
授業の「振り返り」と「まとめ」の充実
　各授業の最後に「めあて」に対する「ま
とめ」を行い、学習の定着を図っています。
また各生徒が１時間でわかったこと・わか
らなかったことを振り返る時間を設けていま
す。全体のまとめと個人の振り返りを通して、
学習調整力を育てています。

栗島ファミリー
　小規模校の強みを生かして、生徒一人ひと
りに寄り添うことで、教員と生徒および生
徒同士が温かい人間関係を構築しています。
教員と生徒が一丸となって、安心・安全な
学校づくりをめざしています。
地域との連携・ボランティア活動
　開かれた学校づくり協議会と連携を図り、
生徒参加型の美化活動を行っています。ま
た生徒会やボランティア部を中心に、地域
の防災活動やスポーツ大会にも積極的に参
加をし、地域貢献活動に取り組んでいます。

卒業生の進路状況２

１年 ２年 ３年 特別支援 合 計
生 徒 数
学 級 数

４９
２

８８
３

６４
２

３１
４

２３２
１１

主な進学先　＊左は令和５年度、右は令和６年度３

青井（６・２）飛鳥（０・２）足立（１０・２）足立工科（４・０）足立東（３・３）
上野（０・１）上野学園（０・２）江戸川（０・１）科学技術（０・２）
葛飾商業（０・３）葛飾総合（０・２）錦城学園（０・２）小岩（０・１）
江北（３・４）小松川（０・１）芝商業（０・２）城東（０・１）墨田川（０・１）
竹早（０・２）深川（０・２）淵江（９・７）

生徒数・学級数　＊令和７年５月１日現在１

※　専修学校などを指します。

令和５年度
令和６年度

５
２６

２０
１８

７８
９９

５３
５４

０
１

就職
など 合 計国公立

高校
※その他
の学校

私立
高校

学校でのさまざまな活動や取り組み 学校基礎データ

標準服Ⅲ型

校章の由来▶校章は「学習」を意味するペン、栗の木の葉２枚（母体校の東島根中学校と青井中学校を表す）を配して構成してい
ます。また、栗の木は木目正しく湿気に強い硬素材であること、実は殻が固く、美味であることから、「知性」「忍耐」「素直」

「質実剛健」を表し、本校生徒の成長の願いとしています。

立志発表会 食育（ランチルーム給食）

たかし

栗島中学校
く り し ま

：昭和５６年４月１日（４５周年）
：０３－３８５２－１０１１
：中央本町５－２３－１
：青井駅下車徒歩１８分
：五反野駅下車徒歩２０分
：西新井駅からはるかぜ栗島中学校前
：下車徒歩１分

開校年月日
電 話 番 号
所 在 地
交 通

１年 ２年 ３年 合 計 学級数障がい種別
知的障がい １２ ８ １１ ３１ ４

※　立志の時間：総合的な学習の時間を「立志の時間」と呼び、テーマに沿って自ら課題を発見し、その課題についてさまざまな角度
　　から調べ、分析し、その課題について提言を行う。調べたことをもとに、自分の言葉にして発表する活動のこと。

標準服Ⅱ型

３ 学校自慢

１ 特色ある教育活動

２ 学力向上に対する取り組み

標準服Ⅰ型 ポロシャツ
スラックス

ポロシャツ
スカート

ブラウス
スカート
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みんなの東中

校長：渡邊　英晴
わたなべ

副校長：小畑　剛
おばた つよし

　

ＰＢＳ※（ポジティブな行動支援）による生徒指導
　生徒の望ましい行動に注目し、「教える」
「褒める」「認める」指導を繰り返すことに
より、生徒の自尊感情や自己肯定感を高め
ていきます。また、東中スタイルとして「あ
いさつ」「時間」「思いやり」「ルール」の４
つを設定しました。生徒・教員・保護者と
共有し、安心・安全な学校づくりをめざして
います。
生徒会を中心とした行事の取り組み
　生徒会が中心となり、運動会や合唱コン
クールなど、生徒実行委員会を組織し、生徒
が主体的に取り組める活動を行っています。
外部人材と連携した教育の充実
　外部人材と連携し、「租税教育」や「人権
教育」など、さまざまな教育課題に対応し
た講座を実施しています。
地元綾瀬の一員として、地域に愛され、地
域に貢献する学校づくり
　青少年対策綾瀬地区委員会や開かれた学
校づくり協議会と連携・協力し、さまざま
な地域行事に積極的に参加するなど、地域
とのつながりを大切にしています。

授業力の向上
　小中連携による授業研究や授業観察、教

育委員会による指導訪問など、年間を通じ
て、教員の授業力向上に取り組んでいます。
放課後補充教室、サマースクール、中１勉強
合宿などの取り組み
　年間を通じた放課後補充教室、夏季休業
中のサマースクールや中１勉強合宿により、
生徒の学力を伸ばします。
ＡＩドリルタイムの実施
　週４日間、６校時後、ＡＩドリルタイムを実
施し、学力向上を図っています。

活発なボランティア活動
　朝のあいさつ運動や地域のボランティア
活動のお手伝いなど、生徒一人ひとりが、
積極的に参加しています。
充実した生徒会活動
　生徒会本部が中心となり、校則について
議論し、アンケートや提案などを実施し、
生徒の意見を反映させるような取り組みをし
ている学校です。
熱い！！東中の部活動
　どの部活動も大会やコンクールなどでたく
さんの優秀な成績を収めており、多くの生
徒が日々明るく一生懸命に部活動に取り組
んでいます。

卒業生の進路状況２

１年 ２年 ３年 特別支援 合 計
生 徒 数
学 級 数

２００
６

１８７
５

１７３
５

２８
４

５８８
２０

主な進学先　＊左は令和５年度、右は令和６年度３

青井（３・４）足立（９・７）足立学園（１・４）足立新田（１・４）足立西（１・１）
足立東（３・８）上野（４・３）小台橋（２・１）葛飾野（１・８）関東第一（１・２）
共栄学園（１・７）錦城学園（２・２）江北（７・７）駒込（２・２）修徳（５・５）
潤徳女子（１・３）新宿（３・１）墨田川（６・２）竹早（２・１）橘（４・２）
戸山（０・１）農産（３・２）淵江（５・６）文京（１・２）三田（２・２）

生徒数・学級数　＊令和７年５月１日現在１

※　専修学校などを指します。

令和５年度
令和６年度

５９
７１

１
１

１７３
１７１

１１０
９８

３
１

就職
など 合 計国公立

高校
※その他
の学校

私立
高校

学校でのさまざまな活動や取り組み 学校基礎データ

校章の由来▶「梅に東中」、梅のように厳しい寒さに耐えて咲く花のように、自らを鍛える強靭な精神をもつ人間になることを期待
し制定しました。

東京武道館で実施した運動会の１コマです
東中ゆるキャラ

左「うめっぽ」右「梅太郎」

ひではる

東綾瀬中学校
ひ が し あ や せ

：昭和３９年４月１日（６２周年）
：０３－３６０５－６５６５
：綾瀬３－２３－１４
：綾瀬駅下車徒歩７分

開校年月日
電 話 番 号
所 在 地
交 通

１年 ２年 ３年 合 計 学級数障がい種別
知的障がい ９ ７ １２ ２８ ４

３ 学校自慢

１ 特色ある教育活動

２ 学力向上に対する取り組み

標準服１　ブレザーを着用する場合は、
ネクタイもしくはリボンをつけます。

標準服２　
ワイシャツ、ブラウス・ベスト

暑い場合は、紺色、水色、白色の
半袖ポロシャツも着用できます。

※　ＰＢＳ（Positive Behavior Support）：ポジティブな行動を、ポジティブに支援するための枠組みのこと。


